






















Ⅰ　緒言

近年、国連や WHO などにおいて、リプロダクティブ・ヘルス(reproductivehealth)という

言葉が注目を浴び、人間とくに女性の性と生殖に関する保健についての論議が高まってい

る 1)。

リプロダクティブ・ヘルスの概念は、1970 年代のフェミニスト運動に端を発するものと

もいわれるが 2)、現在では具体的なヘルス・ニーズとして、①家族計画、すなわち望ま

ない妊娠(unwanted　pregnancy)の防止、②安全な分娩、③性感染症(STD)の防止、④小児

保健が 4 つの柱として重視されるに至っている 3)。全ての女性のライフステージにおけ

るリプロダクティブ・ヘルスを維持・増進することが 21 世紀に向けての課題であるが、

中でも、母性の発達段階にある青年期の女性(未婚であることが多い)のリプロダクティ

ブ・ヘルスのニーズとして上記 4つの柱の①と③が重要である。また特に近年わが国で注

目されているのは、わが国においてこの年代の女性の性行動が活発になっているという 4)

のに、彼女らのために必要な情報やサービスの提供が十分なされておらず、望まない妊娠

や STD の増加が懸念されるからである。

たとえば、岸田はこの 1年間、助産婦として日本家族計画協会「オープンハウス」の電話

相談に携わってきたが、女子の相談で多いものに、望まない妊娠や STD の不安がある。き

けば、「正しい性知識がないために、予防することができなかった」、「受診するのが遅れ

た」という者が多い。また、パートナーにコンドーム装着を言い出せなかったために妊娠

の不安を抱えて電話してくる女子も後を断たない。こうした現状から常々、正しい性知識

をもつこと、性を肯定的にとらえ直視すること、そして女性が男性に依存しないで自らの

意志で避妊行動がとれることはこれからの時代に必要なことであると考えるようになった。

そこで本研究においては、調査内容の選定にあたり、以下のような仮説を立て、その検証

を試みた。


